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               審   査   の   要   旨 
 
1970年代の後半、蜻蛉目昆虫の精子競争において、雄が精子競争を回避する適応として精子
の掻き出しを行なうことが明らかにされた。この後、蜻蛉目ばかりでなく、多くの分類群におい
て精子の掻き出し機構が発見され、精子競争の研究が大きく発展してきている。しかし、蜻蛉目
において、精子置換率や P2値の測定など、精子置換が雄の繁殖成功度に与える影響を明らかに
した研究は数多くあるものの、雄の精子置換が雌の繁殖成功度や形態の進化に与える影響を明ら
かにした研究は少なかった。そこで、本論文ではアジアイトトンボを材料として、精子置換機構
を明らかにするとともに、雌雄の交尾器形態の比較を行ない、雄の精子置換が雌の交尾器進化に
与える影響について考察している。 
平成26年12月11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行ない、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行なった。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
